
記録手帳が無い方は、

SEG受付にて請求してください。

１冊の手帳に、２５０冊分の読書を
記録することができます。

記録欄が残り５０冊分未満になった
ら、新しい手帳を請求してください。
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手帳に記録することは、
次の9つです。

(1) 日付 (2) 本の題名
(3) シリーズ名・略号
(4) YL (5) 語数 (6) 累計語数
(7) 評価
(8) 読み方
(9) 感想・メモ・内容
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p.6-7の記入例を見てください
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本を読み終えた日付を

書いてください。
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(1) 日付（必須）



本の表紙・背表紙・裏表紙を見て

題名を書いてください
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(２) 本の題名（必須）



本の表紙のラベルの

シリーズ名・略号を書いて下さい

7

(３) シリーズ名・シリーズ略号



On Lineの本、自宅の本

などで不明の場合は、

何も書かなくて良いです。
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(３) シリーズ名・シリーズ略号



本の表紙のラベルに

表示されています
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(４) YL（読みやすさレベル）



不明な場合には、

記入しなくて良いです
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(４) YL（読みやすさレベル）



本の表紙のラベルに

表示されています
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(５) 本の語数（必須）



On Lineのシステムでは、

「語数」、「Word Count」
と表示されています。

２回読んだら、語数を２倍、

４回読んだら、語数を４倍

してください。
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(５)本の語数（必須）



語数が不明な場合は、

概算で、

１００語、３００語、１０００語

など推定語数を記入してください
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(５) 本の語数（必須）



今までの

語数に

今読んだ本

の語数

を足して

ください
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(６) 累計語数（必須）



５段階の記号

☆ かなり面白い

◎ まあまあ面白い

◯ 面白いところもあった

△ 学習用ならこんなもの

✕ 学習用としてもつまらない

15

(７) 本の評価（必須）



読んだ本の

面白さを

５段階で

評価してください
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(７) 本の評価（必須）



中２以上の人は、

音を聞かずに、

自力で読んだか

音を聞きながら

読んだか、

を記入して下さい
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(8) 読み方
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(9) 感想・メモ・内容（必須）
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(9) 感想・メモ・内容（必須）

(a) 読後感想 が推奨です
＜内容について、好きな点・嫌いな点、共感出来る点・出来
ない点などを、なるべく具体的に文章で書いてみましょう＞

(b) 気づいた英語表現

分からなかった表現

(c) 本の内容・あらすじ

でもOKです
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記録はしっかりと！

読書経験とともに、読書記録
は貴方の貴重な財産です。

しっかり記録することで、

自分でも振り返ることができ、
また、指導側も適切な指導が

できます。
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めざせ、３０万語

累計語数３０万語位から、
日本語に訳さないで、
英語のまま理解できるように
なります。
まずは、３０万語を目指しま
しょう。
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めざせ、１００万語

累計語数１００万語位から、

読書速度がどんどん

速くなってきます。

次は、１００万語を目指しま
しょう。
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